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WB 1:500-1:1000,IP 1:20-1:50

Calculated MW: 25 kDa; Observed MW: 25 kDa
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	オートファジーに関与するE2様酵素。ATG12とATG5の結合を触媒するE2様酵素として作用する。ATG12とATG5の結合はオートファジーに必須である。ATG5認識分子として機能する可能性が高い。ATG12とATG3の結合には関与しない（類似性に基づく）。アデノウイルス媒介性細胞溶解において役割を果たす。
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	ATG10 抗体を使用した HeLa 溶解物中の Apg10 (Atg10) のウエスタン ブロット分析。

